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帰
還
困
難
地
域
を
除
く
避
難
指
示
区
域

の
解
除
が
進
み
、
農
作
物
の
作
付
や
出
荷

の
制
限
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
の
帰
還
は
進
ま
ず
、
高
齢
化
も

著
し
い
中
、
農
業
の
担
い
手
や
労
働
力
の

確
保
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
休

業
酪
農
家
の
再
開
へ
の
意
欲
も
徐
々
に
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
乳
の
放
射
性
物
質
検
査
や
自

給
飼
料
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
な
ど
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
生
乳
生
産
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
で
、
復
興
牧
場
「
株
式
会

社
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
」
の
経
営
は
四
年
目
と

な
り
、
順
調
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

南
相
馬
市
に
新
た
な
復
興
牧
場
を
建
設

す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
建
設
候
補
地
選

定
の
最
終
段
階
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
実

現
に
向
け
邁
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
合

員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
行
政
・
関
係
機

関
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
は
参
加

十
一
カ
国
の
う
ち
、
七
カ
国
が
国
内
手
続

き
を
終
え
、
平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
日

に
発
効
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
も
国

会
で
承
認
さ
れ
、
今
年
二
月
に
は
発
効
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
（
日
米
物
品
貿
易

協
定
）
交
渉
も
控
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
組
合
事
業
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
の
長
雨
や
都

府
県
を
中
心
と
し
た
猛
暑
に
加

え
、
七
月
の
西
日
本
豪
雨
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
、
台
風
二
十
一

号
・
二
十
四
号
の
相
次
ぐ
列
島
縦

断
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
福
島
県
に
於
い
て
は

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
域
の

皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
並
び
に

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
す
で
に
七
年
十
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
本
組
合
の

四
十
九
戸
の
酪
農
家
は
未
だ
酪
農

再
開
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

11

年
頭
の
挨
拶

福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長  
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牧
場
が
順
調
に
稼
動
し
て
い
る
こ

と
を
は
じ
め
、
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
被
災
酪
農
家
の
営
農
再
開

も
始
ま
り
、
避
難
地
域
等
で
の
営

農
再
開
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
が
計
画
・
実
行
さ
れ
、
復
興
に

向
け
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
、
高
温
・
少
雨

に
よ
り
乳
牛
や
飼
料
作
物
に
影
響

が
出
た
こ
と
に
加
え
、
度
重
な
る

集
中
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
な
ど
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
酪

農
・
乳
業
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

停
電
へ
の
備
え
な
ど
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
末
に
発
効
し
た
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
や
二
月
に
発
効
す
る
見
通

し
の
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
交

と
し
て
積
極
的
に
事
業
を
展
開
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
福
島
県
酪
農
の
力
強
い

発
展
の
た
め
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

渉
の
進
展
等
に
よ
り
、
乳
製
品
の

輸
入
が
増
加
し
、
畜
産
経
営
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
酪
農

を
巡
る
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
酪
農
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
組
合
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
高
能
力
乳
用
雌

牛
や
性
判
別
受
精
卵
の
導
入
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、
生
乳
の
安
定
供
給
、
酪
農
や

牛
乳
乳
製
品
へ
の
理
解
醸
成
活
動

に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
生
産
基
盤

の
回
復
と
経
営
安
定
に
向
け
た
取

組
は
、
本
県
酪
農
振
興
に
大
き
く

貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
四
十
七
回
東
北
酪
農

青
年
女
性
会
議
酪
農
発
表
大
会
・

経
営
発
表
の
部
に
お
い
て
、
郡
山

市
の
遠
藤
明
様
が
最
優
秀
と
な
る

農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
局
長
賞

を
受
賞
さ
れ
、
東
北
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
し
、
審
査
員
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
被
災
酪
農
家
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
、
福
島
市
の
ミ
ネ
ロ

フ
ァ
ー
ム
様
が
第
五
十
九
回
福
島

県
農
業
賞
（
復
興
・
創
生
特
別
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
両
名
の
活

動
は
、
力
強
い
復
興
を
成
し
遂
げ

て
い
く
た
め
の
道
筋
を
明
る
く
照

ら
し
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

御
活
躍
・
御
尽
力
に
対
し
、
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
施
設
整
備
や
機
械
導
入
の

支
援
、
乳
用
牛
の
改
良
や
導
入
、

育
成
牛
の
自
家
保
留
な
ど
の
施
策

に
よ
り
酪
農
生
産
基
盤
の
強
化
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、本
県
酪
農
の
振
興
に
向
け
、

一
層
の
御
尽
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々

の
御
発
展
と
御
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

よ
る
チ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
乳

製
品
の
輸
入
攻
勢
は
酪
農
乳
業
界

に
は
大
き
な
打
撃
と
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
平
成
三
十
年
四

月
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、

加
工
原
料
乳
補
給
金
制
度
の
下
、

九
十
二
事
業
者
に
平
成
三
十
年
度

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
の
交

付
対
象
数
量
三
二
八
万
ト
ン
が
配

分
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
間
の
公
平
性
や
効
率
的

な
集
送
乳
の
観
点
か
ら
懸
念
さ
れ

て
い
た
、
二
股
出
荷
や
新
た
な
事

業
者
の
参
入
と
い
っ
た
動
き
が
一

部
の
地
域
で
起
き
て
お
り
、
指
定

団
体
の
共
販
体
制
を
維
持
強
化
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
度
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
は
、

現
行
よ
り
八
銭
値
上
げ
、
集
送
乳

調
整
金
は
六
銭
値
上
げ
と
な
り
、

酪
農
経
営
に
は
喜
ば
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、「
第
七
次
中
期
経
営

三
カ
年
計
画
」
の
二
年
目
の
年
で

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
酪

王
乳
牛
㈱
・
㈱
ら
く
の
う
乳
販
と

の
連
携
を
密
に
し
、
将
来
に
亘
り

組
合
員
の
負
託
に
応
え
得
る
組
織

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
本
県

酪
農
・
乳
業
の
振
興
を
通
じ
て
、

県
勢
の
発
展
に
御
尽
力
い
た
だ

き
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
生
乳
を

生
産
す
る
た
め
、
貴
組
合
員
の
一

人
一
人
が
、
日
ご
ろ
よ
り
、
愛
情

を
込
め
て
き
め
細
や
か
な
乳
用
牛

の
飼
養
管
理
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
た
ゆ
ま
ぬ
御
努
力
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

本
県
酪
農
に
つ
い
て
は
、
復
興

ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

福
島
県
農
林
水
産
部

部
　
　
長
　
佐　

竹　
　
　

浩
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輝
か
し
い
平
成
三
十
一
年
の
新

春
に
あ
た
り
、
心
か
ら
御
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら

温
か
い
御
支
援
・
御
理
解
の
も
と

酪
農
政
治
連
盟
活
動
に
御
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

や
七
月
に
は
豪
雨
・
台
風
災
害
が

相
次
ぎ
各
地
域
で
酪
農
関
係
で
も

生
乳
生
産
活
動
に
大
き
な
影
響
と

損
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
等
暫
定
措
置
法
が
廃
止
さ

れ
、「
畜
産
の
安
定
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
四
月
よ

り
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
酪
農
対
策

等
の
政
策
の
実
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、政
府
原
案
と
い
た
し
ま
し
て
、

新
た
な
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
制
度
に
基
づ
く
交
付
単
価
は
一

キ
ロ
あ
た
り
十
円
八
十
銭
と
し
昨

年
に
比
べ
十
四
銭
引
き
上
げ
で
決

着
い
た
し
ま
し
た
。
う
ち
条
件
不

利
地
域
か
ら
の
集
送
乳
経
費
を
助

成
す
る
「
集
送
乳
調
整
金
」
は
同

二
円
四
十
九
銭
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
と
し
て

は
、
十
一
月
十
四
日
に
東
京
の
自

民
党
大
ホ
ー
ル
で
「
家
族
型
酪
農

危
機
突
破
全
国
酪
農
民
総
決
起
大

会
」
を
開
き
、
営
農
意
欲
と
担
い

手
確
保
を
促
す
飲
用
乳
価
と
補
給

金
単
価
の
実
現
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
に
対
す
る
支
援
の
継
続
と
充

実
を
要
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

併
せ
て
デ
モ
行
進
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い

一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も

な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
各
組
織
と
酪
農
家
の
皆

様
が
一
致
団
結
し
た
成
果
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
日
本
各
地
に
度
重

な
る
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い

多
く
の
傷
跡
を
残
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
人
間
の
作
り
出
す
、

科
学
や
技
術
が
こ
れ
だ
け
進
歩
し

て
も
自
然
の
前
で
は
本
当
に
無
力

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
等
を
通

じ
て
、
福
島
県
酪
農
協
様
や
組
合

員
の
皆
様
に
は
八
年
前
に
東
日
本

大
震
災
回
想
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
八
月
に
三
年
ぶ
り
に

仙
台
支
所
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
わ

け
で
す
が
、
三
年
の
月
日
の
間
に

復
興
牧
場
「
株
式
会
社
フ
ェ
リ
ス

ラ
テ
」
の
開
牧
や
川
俣
町
山
木
屋

地
区
と
南
相
馬
市
の
自
給
飼
料
の

作
付
け
生
産
を
目
的
と
し
た
コ
ン

ト
ラ
組
織
の
誕
生
な
ど
着
実
に
復

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
全
酪
連
の
各
事
業
に

格
段
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
こ
れ
ま
で
酪
農
政

策
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
「
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措

置
法
」
か
ら
「
改
正
畜
産
経
営
安

定
法
」
が
施
工
さ
れ
た
初
年
度
と

な
る
年
で
し
た
。
酪
農
乳
業
界
に

と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
変
化
が

起
こ
り
う
る
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
指
定
者
団
体
へ

の
販
売
の
全
量
委
託
か
ら
生
乳
販

売
事
業
者
に
部
分
委
託
が
行
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
部
分
委

託
が
拡
大
す
る
こ
と
で
需
給
調
整

の
混
乱
が
生
じ
、
結
果
、
酪
農
家

の
不
利
益
に
繋
が
る
こ
と
が
心
配

興
を
遂
げ
ら
れ
る
過
程
を
歩
ん
で

こ
ら
れ
た
こ
と
に
強
く
感
銘
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
混
合
飼
料
工

場
の
製
造
・
供
給
が
終
了
し
た
こ

と
な
ど
は
、
福
島
県
の
酪
農
の
新

時
代
に
向
け
進
ん
で
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
に

対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。

　

や
が
て
東
日
本
大
震
災
・
東
電
福

島
原
発
事
故
か
ら
九
年
目
を
目
の

前
に
し
て
、
現
在
も
自
給
飼
料
の

放
射
線
リ
ス
ク
の
管
理
や
生
産
物
・

副
産
物
の
風
評
被
害
等
の
課
題
に

継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
片
方
で
新
た

な
復
興
牧
場
も
計
画
さ
れ
て
い
る

な
ど
明
る
い
話
題
も
希
望
も
見
え

て
い
ま
す
。
弊
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
福
島
県
酪
農
の
復
興
と
組
合

員
皆
様
の
持
続
的
経
営
に
向
け
て
、

福
島
県
酪
農
協
様
ま
た
組
合
員
の

皆
様
と
共
に
汗
を
か
き
、
尚
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
貴
組
合
と

組
合
員
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
酪
農
政
治
連
盟
福
島
県
支
部
連
合
会

会
　
　
長
　
佐　

藤　

金　

正

新
年
を
迎
え
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
　
仙
台
支
所

支
所
長
　
白　

鳥　

建　

樹

3
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福
島
県
牛
乳
普
及
協
会
主
催

に
よ
る
第
二
十
九
回
ミ
ル
キ
ー

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
十
一
月

十
六
日
㈮
に
コ
ラ
ッ
セ
福
島

（
福
島
市
）
で
阿
部
校
長
先
生

（
御
山
小
学
校
）
を
審
査
委
員

長
に
、
生
沼
主
任
主
査
（
福
島

県
畜
産
課
）、
宗
像
会
長
（
県

牛
乳
普
及
協
会
）
の
三
名
に
よ

る
審
査
員
で
審
査
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
幼
稚
園
・
小
学

校
か
ら
一
四
三
校
二
、一
六
三

点
（
前
年
一
、八
四
七
点
）
の

応
募
が
有
り
、
昨
年
を
三
一
六

点
上
回
る
応
募
状
況
で
し
た
。

　

各
部
の
最
優
秀
作
品
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

舘
岩
小
学
校（
南
会
津
町
）、
小
浜
幼
稚
園（
二
本
松
市
）
を
表
彰
式
訪
問
し
ま
し
た

　

小
学
校
低
学
年
の
部
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
舘
岩
小
学
校
に

十
二
月
十
八
日
㈫
、
幼
稚
園
年

少
組
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
小
浜
幼
稚
園
に
十
二
月
十
九

日
㈬
に
表
敬
訪
問
し
、
記
念
品

と
併
せ
て
賞
状
授
与
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
、
郡
山
市
と
福
島
市
の

二
か
所
で
の
作
品
展
示
と
、
入

賞
作
品
を
集
め
た
新
年
度
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
応
募
頂
い
た

学
校
に
送
る
予
定
を
し
て
い
ま

す
。

《作品展示期間・場所》
福島市：平成31年２月15日㈮～21日㈭
　　　　コラッセふくしま１階アトリウム
郡山市：日程調整中
　　　　郡山駅前モルティ

南会津町立舘岩小学校にて

区　分 学　校　名 年齢・学年 氏　　　名

幼稚園年少組 二本松市立小浜幼稚園 ４歳 渡辺　仁成（わたなべひとなり）

幼稚園年長組 認定こども園慈光第二幼稚園 ５歳 穴澤　寧々（あなざわねね）

小学校低学年 南会津町立舘岩小学校 ２年 阿久津花穂（あくつかほ）

小学校中学年 郡山市立桜小学校 ３年 小松　由依（こまつゆい）

小学校高学年 郡山市立守山小学校 ５年 米本　薫幸（よねもとかおるこ）

ミ
ル
キ
ー
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
発
表

平成

第
二
十
九
回

30
年度

二本松市立小浜幼稚園にて
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●  幼稚園の部（年少組）4歳　渡辺　仁成  ●

●  幼稚園の部（年長組）5歳　穴澤　寧々  ●

●  小学校の部（中学年）3年　小松　由依  ● ●  小学校の部（高学年）5年　米本　薫幸  ●

●  小学校の部（低学年）2年　阿久津花穂  ●

最優秀作品
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県
中
や
ま
び
こ
会
は
十
一
月
八

日
㈭
〜
九
日
㈮
、
群
馬
・
草
津
温

泉
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
二
十
六
名
を
乗
せ
て
バ

ス
は
笑
い
な
が
ら
出
発
！

　

ま
ず
初
め
に
、
世
界
遺
産 

富

岡
製
糸
場
へ
到
着
。
解
説
員
の
ガ

イ
ド
を
聴
き
な
が
ら
場
内
を
見

学
。
製
糸
の
技
術
や
当
時
の
女

性
た
ち
の
生
き
様
な
ど
、
絹
産

業
を
通
し
て
日
本
人

の
生
活
や
文
化
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。お
昼
は〝
本

当
に
食
べ
て
欲
し

い
群
馬
名
物
〟
釜
飯

ラ
ン
チ
を
食
べ
、
沿
道
の
売
店

を
物
色
し
な
が
ら
バ
ス
へ
戻
り
、

名
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
を
眺
め
な

が
ら
草
津
温
泉
へ
。
ホ
テ
ル
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
湯
畑
へ
向

か
い
、
湯
も
み
シ
ョ
ー
に
期
待

を
寄
せ
て
開
演
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
。

観
覧
前
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
幻
想
的
な
湯
畑
周
辺
を
自
由
散

策
。
ホ
カ
ホ
カ
の
饅
頭
を
食
べ
た

り
、
焼
き
た
て
の
つ
く
ね
を
頬

張
る
…
こ
れ
か
ら

豪
華
な
夕
食
だ
と

い
う
の
に
…
（
汗
）。

湯
も
み
シ
ョ
ー
を

楽
し
ん
だ
後
は
お
待

ち
か
ね
の
大
宴
会
♪ 

美
味
し
い
お
酒
に
豪

華
な
お
膳
、
カ
ラ
オ

ケ
も
歌
っ
て
、
気
分

上
々
。
そ
し
て
〝
お

医
者
様
で
も
草
津
の

湯
で
も
恋
の
病
は
治

り
ゃ
せ
ぬ
よ
〟
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
良
く
効
く
温

泉
、
私
は
一
回
し
か
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た（
ト
ホ
ホ
）。

　

二
日
目
は
朝
か
ら
雨
。

残
念
な
事
に
ど
こ
も
か
し

こ
も
霧
の
中
。
白
糸
の
滝
で

は
大
勢
の
観
光
客
の
合
間
を

縫
っ
て
集
合
写
真
。
弧
を
描

い
た
よ
う
な
滝
全
体
を
撮
る

に
は
広
角
レ
ン
ズ
が
必
要
で

し
た
ね
。
次
に
向
か
っ
た
の

が
、
霧
で
何
も
見
え
な
い
鬼
押

出
し
園
。
立
派
な
溶
岩
を
眺
め

る
ど
こ
ろ
か
、
つ
ま
ず
か
な
い
よ

う
に
目
の
前
を
進
む
の
で
精
一

杯
。
で
す
が
、
六
十
周
年
で
御

開
帳
さ
れ
た
観
音
様
と
綱
一
つ

で
手
を
つ
な
い
で
「
ご
利
益
あ

る
ぞ
！
」
と
確
信
し
な
が
ら
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
昼
食
は
群
馬
の

郷
土
料
理
と
っ
ち
ゃ
な
げ
御
膳

（
す
い
と
ん
汁
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
き
の
こ
づ
く
し
で
美
味

し
か
っ
た
〜
。
最
後
は
こ
ん
に
ゃ

く
パ
ー
ク
、
さ
っ
き
お
昼
食
べ

た
ば
か
り
な
の
に
、
そ
れ
で
も

い
け
ち
ゃ
う
！ 

こ
ん
に
ゃ
く
食

べ
放
題
（
笑
）。

　

無
駄
に
お
腹
を
満
た
さ
れ
帰

り
の
バ
ス
は
眠
る
は
ず
が
、
Ｂ
Ｇ

Ｍ
代
わ
り
に
流
さ
れ
た
釣
り
バ

カ
に
は
ま
り
大
笑
い
。
テ
ン
シ
ョ

ン
上
が
り
っ
放
し
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
普
段
私
達
は
子
育
て
、

介
護
、
時
に
は
一
家
の
大
黒
柱
と

な
り
、
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
留
守
中
頑
張
っ
て
く

れ
た
家
族
、
作
業
を
掛
け
持
ち
し

て
く
だ
さ
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の

お
陰
で
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
県
中
や
ま
び

こ
会
会
長　

福
田　

祐
子
）

県
中
や
ま
び
こ
会
研
修
旅
行
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福
島
県
牛
乳
普
及
協
会
主
催
、
県
酪

婦
人
部
や
ま
び
こ
会
共
催
、
十
二
月
六

日
㈭
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に

て
前
回
同
様
、
乳
和
食
の
第
一
人
者
小

山
浩
子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
食
生
活

か
ら
見
直
す
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と

題
し
、
美
容
と
健
康
の
た
め
に
牛
乳
を

使
っ
た
〝
乳
和
食
〟
で
減
塩
対
策
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
は
一
般
の
お
客
様
、
や
ま
び

こ
会
会
員
、
食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら

の
申
し
込
み
も
多
く
、
一
四
〇
名
を
超

え
る
開
催
規
模
で
し
た
。
は
じ
め
に
宗

像
会
長
か
ら
牛
乳
普
及
協
会
で
行
っ

て
い
る
活
動
内
容
や
牛
乳
・
乳
業
に

関
す
る
概
況
な
ど
と
と
も
に
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て

県
酪
婦
人
部
や
ま
び
こ
会
会
長
福
田

祐
子
よ
り
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は

食
事
を
通
し
て
綺
麗
に
年
を
取
っ
て

い
け
る
上
に
、
酪
農
家
に
と
っ
て
は
、

牛
乳
を
使
っ
て
料
理
を
広
め
て
い
く

事
が
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
、

一
石
三
鳥
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

挨
拶
を
申
し
上
げ
、
開
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
一
部
は
小
山
先
生
と
司
会
者
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

き
ょ
う
の
料
理
に
も
推
奨
し
て
き
た
乳

和
食
ス
タ
イ
ル
の
味
噌
汁
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
乳
和
食
が
本
当
に
高
血
圧
を

改
善
す
る
に
は
一
番
い
い
と
い
う
事
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
の

塩
分
の
摂
取
量
が
血
圧
を
上
げ
て
い
る

乳和食セミナー 開催

「
食
生
活
か
ら
見
直
す

　
　
　
　
　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

講
師
：
小
山  

浩
子 

先
生

主催：福島県牛乳普及協会　共催：県酪婦人部やまびこ会
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そ
う
で
す
。
減
塩
は
、
家
族
で
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
家

族
の
健
康
が
守
ら
れ
ま
す
。「
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
」は
、塩
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
か
ら
血
管
や
脳
を
若
く
保
つ
事
が
出

来
、
血
管
の
管
理
が
あ
ら
ゆ
る
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
塩
を
取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
引

き
算
も
大
事
な
よ
う
で
す
。
更
に
、
昨

年
亡
く
な
ら
れ
た
西
條
秀
樹
さ
ん
と
の

乳
和
食
の
話
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。
高

血
圧
は
自
分
で
努
力
す
れ
ば
改
善
出

来
、
減
塩
を
し
て
血
圧
を
下
げ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
最
後
に
、「
朝
ご
は
ん
塩

分
ゼ
ロ
生
活
」
を
紹
介
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
全
国
に
唯
一
「
乳
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
」
が
福
岡
県
太
宰
府
近
く
の
牧
場

の
中
に
あ
り
ま
す
。
永
利
牛
乳
メ
ー

カ
ー
さ
ん
が
三
年
前
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ

ま
し
た
。
是
非
、
二
つ
目
は
福
島
県
の

皆
さ
ん
…
と
。
そ
の
他
に
も
、
牛
乳
っ

て
甘
味
、
コ
ク
、
う
ま
味
が
あ
る
の
で

和
食
に
水
か
わ
り
に
ミ
ル
ク
を
使
っ
て

い
く
と
当
然
減
塩
に
な
る
な
ど
を
丁
寧

に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
ホ
エ
イ
ご
飯
」「
魚

の
チ
ー
ズ
焼
き
」「
切
り
干
し
大
根
の

煮
物
」
の
三
種
類
の
実
演
で
、
牛
乳
を

使
っ
た
調
理
の
コ
ツ
や
美

味
し
く
作
る
秘
訣
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
さ
す
が
の
手
さ
ば
き

と
見
た
目
も
美
し
い
料
理
を
目
で
も

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事

前
に
発
注
し
て
参
加
者
分
の
試
食
品

も
ご
用
意
し
て
お
り
、
参
加
の
皆
さ

ん
も
「
血
糖
値
が
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
作
り
た
い
」「
美
味

し
く
て
び
っ
く
り
！
」「
魚
の
生
臭
さ

が
き
え
て
い
る
」
な
ど
の
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
小
山
浩
子
先
生
の
五

年
ぶ
り
の
新
刊
「
や
さ
し
い
、
お
い

し
い
、
は
じ
め
よ
う
乳
和
食
」
の
書

籍
販
売
も
行
い
、
準
備
し
た
三
十
冊

が
全
て
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

● ホエイご飯
● 魚のチーズ焼き
● 切り干し大根の煮物
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日
本
酪
農
政
治
連
盟
で
は
平
成

三
十
年
十
一
月
十
四
日
㈬
に
自
由

民
主
党
本
部
に
お
い
て
「
家
族
型

酪
農
危
機
突
破
！ 

全
国
酪
農
民

総
決
起
大
会
」
が
各
都
道
府
県
酪

農
組
織
か
ら
七
〇
〇
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
も

福
島
県
支
部
連
合
会
と
し
て
佐
藤

金
正
会
長
ほ
か
役
職
員
二
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
起
大
会
で
は
、乳
価
の
増
嵩
、

副
産
物
の
相
場
高
騰
に
よ
り
直
近

の
短
期
的
収
支
は
悪
く
な
い
も
の

の
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
は
、
燃

料
の
高
騰
、
飼
料
・
初
妊
牛
価
格

の
高
止
ま
り
等
に
よ
り
財
務
内
容

が
不
十
分
で
再
投
資
が
困
難
な
こ

と
、
ま
た
新
た
な
補
給
金
制
度
の

行
方
や
自
由
貿
易
拡
大
進
行
の
影

響
に
対
す
る
将
来
不
安
や
、
近
年

頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
が
廃
業

要
因
と
な
ら
な
い
か
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
酪
農
経
営
安
定
・
生

産
基
盤
強
化
対
策
と
し
て

① 

新
た
な
補
給
金
制
度
の
的
確
な

運
用
、
補
給
金
単
価
の
適
正
な

決
定
。

② 

頻
発
す
る
自
然
災
害
（
地
震
、

台
風
、猛
暑
等
）
対
策
と
し
て
、

自
家
発
電
機
、
暑
熱
対
策
用
設

備
等
に
対
す
る
支
援
対
策
の
継

続
と
拡
充
。

③ 

自
由
貿
易
拡
大
に
伴
う
国
内
支

援
対
策
の
継
続
と
拡
充
。

④ 

家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
の
整

備
・
補
改
修
へ
の
支
援
対
策
の

拡
充
。

⑤ 

若
者
・
女
性
の
参
入
を
促
す
た

め
に
、
そ
の
働
き
方
改
革
に
繋

が
る
仕
組
み
作
り
と
支
援
対
策

の
拡
充
を
要
請
す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
決
議
に
基
づ
き

自
民
党
本
部
か
ら
日
比
谷
公
園
ま

で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

　　

最
後
に
早
朝
か
ら
参
加
さ
れ
ま

し
た
役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

「
家
族
型
酪
農
危
機
突
破
！

全
国
酪
農
民
総
決
起
大
会
」 

　
　
　
　
開
催
さ
れ
る
!!

日本酪農政治連盟
福島県支部連合会



K E N R A K U D A Y O R I

スミ
K E N R A K U D A Y O R I

スミ

10

　

平
成
三
十
年
十
二
月
五
日
㈬
に

酪
青
連
第
二
回
酪
農
後
継
者
支
援

研
修
会
（
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
乳
質
改
善
研
修
会
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
勢
六
十
二
名
が
参

加
し
、
講
師
に
は
き
く
ち
酪
農
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
の
菊
池
実
先
生
を
迎
え
、

活
気
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
前
の
部
は
矢
吹
町
の
円
谷
牧

場
に
て
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
主
に

乳
房
炎
の
話
を
中
心

と
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
な
り
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
母
畑

温
泉
八
幡
屋
に
て
、

「
低
カ
ル
と
乳
房
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

い
う
題
で
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
円

谷
牧
場
で
の
バ
ー
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の

指
摘
点
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
と
い
う

形
で
講
演
会
は
進
み

ま
し
た
。

　

乳
房
炎
の
原
因

に
は
、
ハ
ー
ド
（
ミ
ル
カ
ー
、

牛
床
）
と
ソ
フ
ト
（
栄
養
、
搾

乳
手
技
）
の
二
面
が
存
在
す
る
こ

と
を
解
説
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
分
娩
後
百
日
以
内
に
乳
房
炎
に

な
る
と
、
生
産
率
が
低
下
す
る
と

い
う
お
話
も
あ
り
、
常
に
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
に
気
を
配
っ
て
牛
群
管

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
化
膿
症
や
外
傷
が
あ

る
場
合
、
牛
の
免
疫
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

基
礎
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
四
〇
％

も
上
昇
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
も
乳
房
炎
の

原
因
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
い
ち

早
く
免
疫
に
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
乳
生
産
に
回
す
必
要
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
と
は
乳
熱

や
第
四
胃
変
位
な
ど
様
々
な
周
産

期
疾
病
の
起
因
と
な
る
の
で
、
低

カ
ル
に
よ
る
経
済
的
損
失
は
計
り

知
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
様
々
な
病
気
に
枝
分
か
れ

す
る
低
カ
ル
も
原
因
は
高
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
低
Ｍ
ｇ
飼
料
に
あ
る
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
ら
を
解
決
で
き
れ
ば

低
カ
ル
に
よ
る
様
々
な
周
産
期
疾

病
を
防
げ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
の

主
な
外
貌
の
特
徴
を
説
明
さ
れ
、

乳
房
が
下
が
っ
て
い
る
、
わ
き
が

開
い
て
い
る
、
パ
ン
ダ
目
、
赤
目

で
あ
る
牛
に
は
要
注
意
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ま
た
、
低
カ
ル
予
防
の
新
た
な

方
法
と
し
て
産
前
に
カ
ル
シ
ウ
ム

吸
着
剤
を
飼
料
に
添
加
し
、
作
為

的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
阻
害
す

る
飼
料
を
給
与
す
る
と
い
う
研
究

論
文
の
一
部
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
結
果
に
よ
る
と
、

カ
ル
シ
ウ
ム
吸
着
剤
を
用
い
た
群

第
二
回
酪
青
連
後
継
者
支
援
研
修
会
開
催

福
島
県
酪
農

青
年
研
究
連
盟
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の
産
後
の
低
カ
ル
発
症
率
が
カ
ル

シ
ウ
ム
吸
着
剤
を
用
い
て
い
な
い

群
に
比
べ
有
意
に
低
く
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
産
前
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
過
剰
に
給
与
し
な
い
こ

と
に
よ
り
、
骨
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ

ム
動
員
を
活
発
化
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
産

後
の
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
へ
の
対

策
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ル
シ

ウ
ム
吸
着
剤
は
現
在
北
海
道
の
一

部
の
み
で
の
販
売
が
始
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

菊
池
先
生
は
乳
房
炎
、
低
カ
ル

の
話
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々

な
情
報
を
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

糖
は
デ
ン
プ
ン
に
比
べ
ル
ー
メ

ン
ｐＨ
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ

ス
を
起
こ
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
な
る
と
説
明
さ
れ
、
暑
熱
対
策

に
も
有
効
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
話
を
受
け
、
休
憩
時
間

に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
糖
蜜
導
入

の
検
討
を
お
話
さ
れ
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
お
話
は
、

牛
の
排
尿
時
間
が
五
〜
六
秒
で
あ

れ
ば
牛
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
水
を
飲

ん
で
い
る
サ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

こ
の
話
を
持
ち
帰
り
、
夕
方
の
搾

乳
時
に
牛
の
排
尿
に
耳
を
傾
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
酪
農
と
い
う
も
の
は
常

に
科
学
を
勉
強
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
基
本
に
忠
実

に
な
る
こ
と
」
「
原
理
原
則
に
忠

実
に
な
る
こ
と
」
「
牛
に
聞
く
こ

と
」
の
三
点
を
大
切
に
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　平成30年度第４四半期（平成31年１月～３月）
の牛用飼料（配合・哺育）につきまして、下記の
とおり価格改定を致しますのでご案内申し上げま
す。

記

改定額（平成30年10～12月期対比）
  （１）牛用配合飼料　㌧当たり　 　500円値上げ
  （２）牛用哺育飼料　㌧当たり　21,000円値上げ
　　
原料情勢等につきましては、以下のとおりです。
　主原料である米国産トウモロコシは、米国農務
省の需給予想において2018年産の生産量は３億
7,152万トン、単収は178.9ブッシェル／エーカー、
総需要量３億8,178万トン、期末在庫4,524万トン、
在庫率11.8%と発表され豊作の見通しですが、収
穫時の悪天候による影響などからシカゴ相場は若
干強含みで推移しています。

　大豆粕については、米中貿易問題解決の期待が
高まっていますが、米国産大豆の豊作に加えて南
米でも豊作になる見通しから相場は弱含みで推移
しています。

　糟糠類については、グルテンフィード発生量が
例年より少ないことで需給が引き締まっており強
含みで推移しています。ふすまについては、粉価
値上げ前の需要から挽砕量が増加傾向にあり、需
給は緩和されつつあります。

　脱脂粉乳については、豪州での干ばつの影響に
よる生乳生産量の減少から供給余力がなく、強含
みで推移しています。

　海上運賃については、原油安による下落は底を
打ち、今後需給が引き締まる見込みから強含みで
推移しています。

平成31年１月～３月の牛用飼料価格について

福島県酪農業協同組合
生産部　購買畜産課
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全酪連の小窓　第84回 全酪連の小窓　12月号 ～リニューアル配合の紹介～

全酪連の小窓　12月号
～リニューアル配合の紹介～

・成分値 現行：CP15.0％、TDN71.0％
→CP15.5％、TDN71.5％
・ビート、綿実、ヘイキューブ処方割合維持
・ペレット強度の改善
・カルシウムレベルをより強化し、さらに
 オールインワン性を高めた処方に！！

〇オートフィードミックス（平成30年12月～供給開始）

　いつもお世話になっております。年の瀬も迫ってきました。皆様にとって
2018年はどんな年だったでしょうか。2018年を振り返りつつ、また決意を
新たに2019年を迎えましょう。
　今回は福島県酪銘柄配合のリニューアルについてご案内致します。

ZENRAKUREN

・変更については利用者の皆様からの声も反映させ、より使いやすい配合飼
料となるよう処方内容の調整を行いました。
・変更は最小限としており、これまで同様使用して頂ける内容となっており
ます。変更についての問い合わせやご相談は、各支所、各指導所、全酪連
福島スタッフまでご相談ください。

〇コンフォートミックス （平成30年12月～供給開始）

ポイント

・成分値
 CP16.5％、TDN74.5％
・エネルギーレベル、バランスの
 改善（デンプン・油脂）
・ペレット強度の改善！
・アミノ酸バランスの改善！！

お詫び申し上げます。
　全酪連の小窓　12月号おいて、
コンフォートミックスとオートフィー
ドミックスの写真が逆になってお
りました。
　訂正したものを次ページに掲載
いたします。
　大変失礼いたしました。

誤
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福島スタッフまでご相談ください。

〇コンフォートミックス （平成30年12月～供給開始）

ポイント

・成分値
 CP16.5％、TDN74.5％
・エネルギーレベル、バランスの
 改善（デンプン・油脂）
・ペレット強度の改善！
・アミノ酸バランスの改善！！

正
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■冬場でも気をつけましょう

※カビが産生する代謝産物の内、毒性がある
　ものをマイコトキシンと呼びます。

表：主なマイコトキシンと中毒症状

マイコトキシン
アフラトキシン

デオキシニバレノール
二バレノール
ゼアラレノン

フモニシン

家畜に対する主な影響
肝障害など

消化器障害（嘔吐、食欲低下、下痢）、
免疫機能障害など
外陰部肥大、流産など

白質脳軟化（馬）、肺水腫（豚）など
〈出典　獣医衛生学より一部抜粋〉

特に注意

カビにも種類がたくさんあり、中には生体に悪影響を及ぼすマイコトキシン（カビ毒）
を産生するものもいます。

～ 要注意 ～：カビている部分よりもカビていない部分に、
　　　　　　  高濃度のマイコトキシンが検出されます。

〒963-0196
福島県郡山市安積町笹川字平の上1－1
日本全薬工業㈱ 福島営業所
TEL024-945-2306　FAX024-945-9345

コーナー Vol.169ZENOAQ

カビとマイコトキシンに
ついて考えよう（続）

14
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確かなことを
お伝えします

特長

【包装】25㎏クラフト袋

カビ毒吸着材
アルミノ珪酸ナトリウム・カルシウム
A飼料

H29年度のサイ
レージが高い
コーンが倒れた状
態での処理が要因
のひとつであろう

■参考〈マイコトキシンの関与が疑われる農場〉
マイコトキシンの関与が疑われる農場の臨床的特徴を以下に紹介致します。
マイコトキシンは目で見てわかるものはありませんが、高濃度に汚染された飼料を摂取し
続けると牛群に対し悪影響を与えると考えられますのでご注意ください。

2018.11 ゼノアック中央研究所検査結果より

ゼアラレノン

〈マイコトキシンの関与が疑われる農場の臨床的特徴〉

①季節、年度により農場の疾病発生傾向が大きく変化する
②軟便、泥状便が多い
③飼料の嗜好性が悪く、BCSの低い牛が多い
④リピートブリーダーの多発、外陰部の腫脹、流早産の発生
⑤治療薬剤に対する反応性が悪い

出典　2007年6月号・臨床獣医より一部抜粋　特集「マイコトキシンは今」NOSAI山形・和田先生

検体名

乾物

現物

乾物

現物

ND

ND

ND

ND

コーンサイレージ№1
H28

コーンサイレージ№2
H29

ニバレノール
（㎎/㎏）

ND

ND

ND

ND

デオキシニバレノール
（㎎/㎏）

0.094

0.026

0.365

0.114

ゼアラレノン
（㎎/㎏）

ND

ND

ND

ND

フモニシンB1
（㎎/㎏）

71.9

68.7

水分*
％

❶高純度精製粘土です。

❷弱アルカリ性粘土です。

❸親油性粘土です。

❹第三者機関における
　品質検査を行っております。
❺ビタミン・ミネラルを
　吸着しません。

15
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県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

支　所　名　称

区　　分

前年度
戸　数 前年比 育成 初妊 乾乳

妊娠
妊娠
搾乳

空胎
搾乳 小計 合計 前年度

頭　数

経　産　牛
乳　　　　牛　　　　頭　　　　数

前年比 １戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

支　所　名　称

区　　分

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2018年11月30日現在

月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2018
12月

2019
１月

2019
２月

2019
３月

2019
4月

2019
5月

2019
6月

生乳
出荷
戸数 1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り 搾乳牛 経産牛

頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

 （7）40 41 97.6 534 121 181 384 964 1,529 2,184 2,164 100.9 54.6

 81 86 94.2 349 93 196 349 962 1,507 1,949 1,981 98.4 24.1

 （34）10 10 100.0 87 34 19 43 146 208 329 327 100.6 32.9

 45 49 91.8 601 235 276 567 1,053 1,896 2,732 2,932 93.2 60.7

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 （52）176 186 94.6 1,571 483 672 1,343 3,125 5,140 7,194 7,404 97.2 40.9

 110 110 87 71 64 75 169 38 35,409 932 26.3 23.2

 107 122 96 98 68 61 86 81 30,878 381 23.6 20.5

 18 18 7 13 9 16 15 8 5,302 663 28.1 25.5

 134 156 144 147 141 125 231 45 41,396 920 25.6 21.8

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 369 406 334 329 282 277 501 172 112,983 657 25.3 22.0

　平成30年11月の受託乳量は、県全体で前年比
92.1％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,385㌧前年比
93.1％（対前年同月252㌧減）、全農県本部は1,652
㌧の対前年比90.3％（対前年同月178㌧減）の実績
でありました。東北生乳販連の受託実績については、

前年比96.9％となりました。
　東北６県の中で青森県が5,514㌧対前年比110.8%
で前年より伸びました。
　なお、全国の受託実績は北海道の乳量が先月と比
べ回復し対前年比99.4％となりました。（北海道：
101.0％、都府県97.5％）

平成30年度受託乳量の状況

　11月東北全体の用途別販売状況については、加工
向けが107.5％、学乳向けが102.5％と前年を上回り、
飲用向けが96.2％、醗酵乳向けが96.4％、生クリー
ム向けが前年比88.7％、チーズ向けが86.4％と前年

を下回り推移した。
　なお、今月の酪王乳業の生乳使用量は日量平均
52.1㌧（前年比103%）で、本組合生産量の46.1％、
県全体生産量の31.0％を処理しています。

平成30年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000
5,500
5,000
4,500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

30年度
29年度

28年度
27年度
26年度

団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東 北 生 乳 販 連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
11　　月　　分

 3,385 112.8 93.1 
 1,652 55.1 90.3 
 5,037 167.9 92.1 
 40,604 1,353.5 96.9 
553.361  19,064.4 99.4 

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

シェア
（％）

（東北全体11月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学 校 給 食 向 け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け

合　　　計

 28,810  960.0 96.2 71.0
  1,882  63.0 107.5 4.6
  2,886  96.0 102.5 7.1
  5,986  200.0 96.4 14.7
     846  28.0 88.7 2.1
     193  6.0 86.4 0.5
 40,603  1,353.0 96.9 100.0

平成30年度11月別支払乳価表平成30年度11月別支払乳価表

　11月分支払乳価については、前年と比べ、飲用
向け及び醗酵乳向け・加工向け・生クリーム等向け
価格は据え置き、チーズ（ハード）向け４円、チー
ズ（ソフト）向け５円値上げで取引され、前年対比
でプール乳価、補給金、集送乳調整金単価合せて前
年より０円181銭上回る単価となりました。 増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。
平成30年４月より加工原料乳（加工・生クリーム・チーズ向）に対し、
補給金と集送乳調整金の２つに分け支払いをしています。

前々年同月
プール乳価
補給金単価

集送乳調整金単価
合　　計

■東北全体プール乳代金 4,060,035千円 単価107.644円
■  内  福島県分プール乳代金① 463,174千円 単価107.644円
　　　　 プール対象外乳代金② 102,243千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 565,417千円 単価 112.243円

 106円423 106円263 0円160 105円673
 0円587 　0円739 －0円152 　0円844
 0円173 0 0円173 0
 107円183 107円002 0円181 106円517

30年11月

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月
26年度
27年度
28年度
29年度
30年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

4,148
3,921
4,094
3,958
3,865
97.7

4,185
4,061
4,231
4,132
3,927
95.0

3,879
3,836
4,025
3,940
3,768
95.6

3,775
3,802
4,029
3,880
3,758
96.9

3,749
3,575
3,839
3,740
3,617
96.7

3,886
3,830
3,889
3,820

45,959
45,129
46,811
45,750

4,035
4,071
4,031
3,948

3,703
3,658
3,894
3,778
3,757
99.4

3,621
3,513
3,717
3,622
3,565
98.4

3,620
3,486
3,664
3,637
3,385
93.1

3,781
3,668
3,822
3,797

3,577
3,708
3,576
3,498
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年次別・月別支払乳価一覧（補給金・集送乳調整金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
30年度 105.316 106.566 107.245 106.734 104.684 108.041 107.673 107.183
29年度 105.107 106.247 107.367 106.918 104.637 107.789 107.187 107.002 104.876 105.603 106.317 104.647 106.141
28年度 105.156 106.012 106.878 105.825 104.876 107.459 107.162 106.517 104.921 105.823 106.675 104.617 105.993
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 105.204 105.468 106.726 104.446 106.019
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753

第278回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（  　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（  　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

初　　妊　　牛

搾乳用雌子牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 4 496,000 419,500 102 4,103
 100 359,000 92 106 87
 23 635,000 574,130 108 5,314
 96 371,000 104 104 100
 3 55,000 39,000 67 582
 100 15,000 3,900 168 2,328   
 76 191,000 129,553 74 1,758
 100 1,000 85 103 83
 57 278,000 236,175 73 3,241
 98 100,000 105 100 105
 65 381,000 316,277 78 3,547
 100 102,000 103 101 89
 19 924,000 744,632  
 100 436,000 90
 13 339,000 298,231
 100 261,000 82

平成30年12月14日開催 購買者数　27名（うち県外７名）

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

初妊牛・搾乳用雌子牛の価格帯別分布表

畜  種 雌雄

ET和牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

初妊牛
価格帯（万円）

価格帯（万円）
搾乳用雌子牛

畜  種 雌雄

乳　牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

39 ～ 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 
1 1 1 1
3 2 2 2 2 1 1 5 4 2

0＜ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

＜38

9

＜14

1 1 1
4 2 3 3 1 2 4 3 2 2 2 8 8 10 12 9 1

62 63

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 
4 2 1 2 3 2 2 7 4 7 15 9
1 1 1 1 1 1 1 1 3 5 14 17 7 2 1 1 6 1

37 38

1 2 1 1 2 1 1 2 2 2 1 1 1
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

2 3 1 2 1 2 2

1
＜50 51 ～ 56 ～ 60 ～ 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92
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12月３日 第７回理事会

12月６日 福島県獣医師会理事会

12月14日 セリ市場

12月21日 第10回酪王乳業取締役会

12月25日 福島県農業会議常設審議委員会

12月27日 第９回経営検討会

12月28日 御用納め

組　合　の　動　き　　12　月

第７回　12月３日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■
議案第１号 平成30年度第２四半期事業実績報告及

び部門別損益報告並びに定期監査報告
について

議案第２号 平成30年度年末手当の支給について
議案第３号 家族経営安定資金の貸付について

■ 　報告事項　 ■

１）子会社の平成30年度第２四半期事業報告につい
て

２）平成30年度第２四半期経営検討農家の現状につ
いて

３）復興牧場の進捗場状況について
４）今後の日程について
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●作り方
①　小麦粉と砂糖を泡立て器で軽く混ぜ、卵を加え

てなめらかになるまで混ぜる。
②　牛乳を少しずつ加えながら混ぜる。
③　レンジで２分半過熱して１度よく混ぜ、さらに

２分加熱してなめらかになるまでよく混ぜる。
④　バニラエッセンスを加えて氷水で冷やす。
⑤　白玉粉は固まりをつぶしておく。
⑥　砂糖を加えて軽く混ぜ、少しずつカフェオレを

加えながらよく混ぜる。
⑦　レンジで１分半加熱して１度よく混ぜ、さらに

１分半加熱してよく混ぜる。
⑧　生地を伸ばして８等分に切りわける。
⑨　切った生地にカスタード・クリームチーズ・い

ちごをのせて生地の角に水をつけ、４つの角を合
わせるように包む。

⑩　飾りにチョコクランチをふりかける。

（材料：4人分）

・白玉粉 ……………… 200g

・砂糖 ………………… 100g

・酪王カフェオレ … 200ml

・片栗粉 ……………… 適量

・小麦粉 …………………15g

・砂糖 ………………… 50g

・卵 ……………………… 1個

・牛乳 ……………… 200ml

・バニラエッセンス…… 少々 

・チョコクランチ …… 適量

・いちご ……………… 適量

・クリームチーズ …… 40g

福島の酪王牛乳のカフェオレと東北発祥のゆべ
しを組み合わせました。

平成30年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成30年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

福島東稜高等学校
若林　歌音さんの作品カフェオレゆべし

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : yuuki-saitou@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103


